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Section 3 i テンソル 場

多様 体 上 の テンソル 場 を 代数的 に 定義 する
。

( ⑧
"

意味
"

は 後まわし )
内容 Multi A - hom

テンソル 場



§ 3.li 多重 用 代数加群 浪 同型

設定 : A i 結合 的 単位 的 可換用 代数

I : 有限集合

(vi) iは : A 加所 の 族

W : A 加 郡



Def 3.1.1 : 写像 中 : T.fi → W が

多重 A 加 郡 準 同型 ( mdti.A.com )
def
や "

各成分 ごと に Atom !

つまり

IoEI.lt (vi) iはい i。 y E TV ・

iEIhide

I : Vi
。
→ W

、 び。
1→ 4 Wi ) 、江 )

が A - hom

また M Home ( Ni )は
、
W ) に { 中馬Vi → W 1 mti 4

-A - ton

と おく
.



Bop 3.1.2 : M Honey ( (vi)は ,

W ) は 以下 の 意味 で

A - mod
.

4) 和 : t.tt : TY → W
. v1→ t.lv ) t (ひ)

は 1 スカラー 倍 : 入中 : TV i → W .
v1→ 入 ・ 10 (ひ ) )

D) A 倍 : a.fi T.lt → W
、
v1→ a - (ひ ) )



Remarks
.
1
.
3 i I = 0 の とき は 直 Vi = 3 0 4 と みなし

( 一 点集合 )
M Horn

A
( (vi).は 、

W )

11

Map ( 3 0 4
.
W ) : = 14:30 4 → W 1 写像 {

E W
とみなす

.



§ 3
.
2 i 多様 体 上 の テンソル 場

設定 : Mi m - mfd

( S
.

t ) E た。
x た 。

Def 3.2.1 :

Drop 3.1.2 の 意味 で

Ten
' (M ) : = OJT (MI 加群

M Home ( べ (M)
、
泔 (M ) .AM )

.

. .

.
私 ) ) 、

ピ (MI )
istで

とおく
、

Ten" ' (M ) の 元 を M 上 の ls.tl テンソル場 と呼ぶ



Dem 3.2.2 i

たが" ( M ) = Map ( う 04
、
ピ (MI ) E CN (M )

Ten
"

'
"
(M ) = Homem ( NM ) 、

(MD = AM )



Qi Ten
" '

(M ) は 何者 ?

A : A (M ) の こと i

Bop 3.2.3 : 各 X E AM ) について

☆ レポートの 中
×

i 1
'

(M ) → ピ (MI . W 1→ W (X )

は ( 1
.
0 ) テンソル 場

Fact 3.2.4 ( 後 で 示す ) :

A (MI t Ten
" '
(M ) as ピ (M ) - mod .



追加 スライド

Q : Ten" (M ) は 何者 ?

A : Horn
an 」
( AM )

、 米(MI ) の こと

Rop 3.2.5 ! 各 4 E Homem (狐 1.*(MI ) について
☆ レポート○ f : 1

'

(M ) × AMI → COMI

( W
.
X ) 「っ w ( 4 (X ) )

は ( 1
. 1 ) テンソル 場

Fact 3.2.6 (後で 示す )

Homom 、 (HIM ) 、

私りこ び" '(M )



Qi ( s . e ) テンソル 場 の 意味 は ?

A : M の 各 点 、 p EM において

次の Section で

接空間 TM の 1 st ) テンソル積 。一 定義 する )

IM ☒ IM ・ TM ・ ・ TIM

-.-
の 元 を

" 滑らか "

に 指定 し た もの

( § 6 で 許し く なでる )


